
































































































　ただ、当初の計画では教育研修所が月に 1 冊のテキストを配布し、 1 年で終了す
る「教育通信大学講座」だった。このことが、GHQ/CIE（民間情報教育局）に急場


























































































































3 ．3 ．日本語教師養成モデルの 4 類型
　日本語教師の養成法にはどのようなものがあるのかについても確認しておきた
い。日本語教師の研修モデルの変遷を分析した研究として林（2006）がある。そこ











































































































































































































































































































































































































































































































































12） 　本学のスクーリングは、ポータルサイトによってメディア授業を 5 コマ受講し、課題
レポートを提出してから参加することになっている。各メディア授業には理解を確認す
るための小テストも行われる。
13） 　「帰納的」というよりも「誘導的」と呼ぶべきことについては、山本（2014）で述べ
た。
14） 　「発問」については山本（2018）参照。
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